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新知識各項に附けた番號は便宜上のもの

で分類に關係はない，各人の分類整理に

他用されたい・

新　し　い　二　重　星

　米國リク天文塁のG・1）・Kuiper氏は其の後〔L天界「第100號第100頁〕更に七個の

新　噴星を狡見した・
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因にH・R・1589・は0Σ89で，ストルフエの臆見したものだが，後，BurnhamもHussey

もAitkenも皆之れを軍星と見たため，近頃のADS目錐から省かれてみたものであ
XPナこ。　〔Pし1b　ASP．278〕

　　　502．　　　　　外方銀河系．の一度斬測定

　来國ヰルソン山天文蜜では最近4年間に縄、計86佃の銀河系の速度を測定したが，

其の中，29個日6ケの團艦に驕し，8ケは3群に分れ，淺り49ケは個々別々である・

乙女座t：　e）ケの一群があるが，雫均毎秒＋120〔♪キロの速度を示し，光度は10等乃

至15等である．

　牧夫群と第二大熊群とに秒速＋40000キロといA、のがあって，何れも七千萬・qセ

ク（約2億光年）の距離と註せられる・〔Pub　ASP・278〕

　　　503．　　　　　　乙女座星雲の質量

　Humas（）n氏が米國ヰルソン山で測定した乙女座星雲の速度分布から計算すると，距

離約2200000パ1セク（720萬光年）として，星雲全艦の質量は2×】04sグラム郎ち

太陽の10000000億倍となる・此の中に500ケの銀河系があるので，一個日つの雫均

質量：は太陽の2000億倍となる・〔Pub　ASP・278〕

　　　504．　　　　　　月の表面の弓造に關する論＄

　米國力iネギ學院のF・E・Wr｛ght氏は月．の光の偏光を測定した結果，月の糞面は

澄明（translucent）な岩石から成り立ってるるといふ結論を饗表したのは近年のこと
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で，同じ米國ロチエスタ大引のB．O’Brien教授は董外光線による反射光の研究や槻

測も行った結果，前記ライト氏の結論と多少異なる意見を登表し，日光は月の深谷部

には殆んど入．り込まないといふ事をアナウンスした・〔U・P・〕

　　　505・　　　　　　　ニウジこン彗星の軌道要素

　1913年にロシヤのNeujrriin氏によって機見された彗星（1913c即ち1913111）は

殆んど恒星状の形を示す土星族彗星として有名なものであるが，駈れはG・Van　Bies－

Lrし，eck氏の軌道研究〔A・T・40，77（1930年）〕により1931年八月2⑪日になって待望さ

れた再螢見が米國ヰルソン山天女毫のS．B・Sichols・n氏によって成功し，其の後，ヤ

1キiス，リク等に於いても槻測された・

　最近，Van　Biesbreeck氏は此の爾回の禺現時の各所の槻測結果を綜合し，木星と土

星との撮動を算入して，下の如き軌道要素を得た・〔A・J・44，113（1935年）〕
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因みに此の彗星が次回に近日黒占へ蹄來するのは1948年十－二刀19・1296（V・T・）となる，

　　　506，　　　白鳥座星の軌撹
　秋の天頂に白鳥座61番星の近くに輝く夕星は3・8等級と8・0等級とから成る有名な

二重星で工875年にクラークA・G．Clarkが登見した13番目のもので目籔番號はβGC

10846又はADS　14787，主星はFoであるが，相互の角距離がノ1・さいので一般には可

なり槻測困難の星と思はれてるる・此の星の軌道は嘗てAitken〔LOB．12，161（1925

年）〕氏とVan　Biesbroeck〔V・O．　Pub．5，1（1927年）〕氏とが研究算出したことがあ

るが，最近米國ミネソタ大學のW・J・」・uyten氏が次の．軌道要素を饗表した・〔A・」・

］029（1935）〕ブンビiスブルク氏の前出結果と比較すれば
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爾ほ此の星の覗差はO・051，質量の総和は2・5×太陽，叉，分光研究を参考して，各

星の質量は
　　　　　　　　　　ml＝1，5xo
絶品光度は　　　　　Ml＝＝　2．4
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